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匂い分子の吸着に伴う局在表面プラズモン共鳴(LSPR)センサーは高感度なガスセンサー

としても注目されており、応答時間・ 識別性・ 時空間分布認識などにおいて特徴がある。我々

は、「匂いの時空間揺らぎ情報に基づく人探索」において金ナノ粒子の LSPR 現象を用いた

ガスセンサーを匂い物質検出に応用し [1]、外部光の反射 散乱で匂い検知を行ってきたが、

背景光低減が課題であった。

そこで本研究では、背景ノイ

ズを低減するエバネッセント

光結合 LSPRを開発する。 

図 1 にセンサーの概念図を

示す。クラッドレスなプラナー

光導波路として金ナノ粒子を

蒸着した極薄ガラスフィルム

(Gleaf, 日本電気硝子,30~100μｍ厚)を作製し、端面結合で LED(NewDEL・N595,・100・mW,・

Lumedel 社)を結合する。G-leaf 入射端には遮光機能を持つ SOT  (Silicone Optical 

Technology)アダプターを開発して、非結合光の回り込みによるノイズを低減した。 

上部からのストリーク光の伝搬に伴う強度減衰は図２のように観測された。導波路厚さ

は 100 nmである。金ナノ粒子の厚さ dが 10 nm以上では減衰長は長くストリーク光も強い

が、これは金ナノ粒子が層を形成しているためで、

LSPR に寄与しない。一方𝑑 が 5～7nm では減衰長

は 5~6mm 程度と短いが、金ナノ粒子とエバネッセ

ント結合している状態とみられ、光導波型 LSPRと

して機能することが期待される。 

本研究は JSPS 科研費 JP22K04969 の助成を受け

たものである 
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図 1  クラッドレスプラナー光導波路に実装した LSPR
センサーの概念図 

第72回応用物理学会春季学術講演会 講演予稿集 (2025 東京理科大学 野田キャンパス＆オンライン)14a-K304-3 

© 2025年 応用物理学会 03-003 3.7


